
  三郷市教育委員会 

 

主な成果（〇）と課題（▲） 全国差：全国平均正答率との差 

中 学 校 数 学 

全体の結果（正答数分布グラフ等からの分析） 

〇平均正答率は、４９．０％である。 

〇平均正答数は、６．８問/１４問であり、全国を下回る。※全国７．２問/１４問 

〇市の平均正答率は、全国差－２．４％である。 

学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式別結果 

〇学習指導要領の領域「Ｂ図形」では、全国差－０．３％である。 

〇評価の観点「知識・技能」では、全国差－２．２％である。 

〇問題形式「選択式」では、全国差－１．１％である。 

問題別結果（正答率、無回答率からの分析） 

〇４「一次関数の変化の割合の意味を理解している」では、全国差＋１．０％である。 

〇９－（１）「証明の証拠として用いられている三角形の合同条件を理解している」では、全国差 

＋４．２％である。 

▲１「自然数を素数の積で表すことができる」では、全国差－８．０％である。 

▲６－（１）「問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる」では、全国差－４．８％

である。 

▲市の平均無回答率は１１．９％であり、全国の平均無回答率１０．８％を上回る。 

今後の方策例（※６－（２）を例に） 

「目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明すること

ができるかどうかをみる」 

令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書（国立教育政策研究所）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査 三郷市の調査結果分析と今後の方策例 


